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本日の報告内容

1. 会社紹介

2. 省エネ事例
事例①空調機室外機エコクーリングエース取付による負荷軽減

事例②空調機(室外機)排熱対策

事例③電気炉排熱対策

事例④電流測定器(CT)取り付けによる電力量把握

事例⑤コンプレッサーによる電力削減

事例⑥カレンダー制御による設備ヒーター及びエアー待機時間削減

事例⑦工場入口の二重ドア

事例⑧LED更新

3. 全従業員を巻き込んだ取り組み
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1. 会社紹介
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PMs & O-rings Div.  

1. 会社紹介
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NOK㈱ 精密・Oリング事業部 所在地



Precision Moldings &

O-Rings Division

所 在 地 ： 熊本県阿蘇市永草2089
操業年月 ： 1970年 4月
従業員数 ： 532名(18年6月現在 パート・準社員含む)
敷地面積 ： 105,500 m2 ( 約32,000坪 )
建屋面積 ： 23,400 m2 ( 約 7,000 坪 )
生産品目 ： Ｏリング・パッキン・ガスケット・ダイアフラム等

NOK㈱ 精密・Oリング事業部 プロフィール

1. 会社紹介
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事務棟

工場棟
駐車場 駐車場緑地

体育館

守衛所

至 国道５７号線

1. 会社紹介
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NOK㈱ 精密・Oリング事業部
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2.省エネ事例
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エコクーリングエースとは・・・室外機の周辺にマットを取付けマットに水を
流すことで打ち水効果により室外機圧縮機の電流負荷を減らす装置

マット

給水コントローラー

外気温センサー

水配管

空調機室外機にエコクーリングエース(補助冷却装置)を設置(3区画)

給水電磁弁

2.省エネ事例
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事例①：空調機室外機エコクーリングエース取付による負荷軽減
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効果
1.外気温度を検知し急激な負荷変動による

圧力上昇を防ぐ。

2.間接冷却方式を採用し室外機アルミフィンの

腐食及びシリカの付着による冷却能力低下を

防止する。

3.フィルター効果により室外機へのゴミを遮断する。

4.フィルターによる日除け効果により直射を遮光し、温度上昇を防止する。

5.排水された水の蒸気により室外機
周囲温度を下げる（打ち水効果）

6.省エネ効果・・・電力量 10%削減
8

事例①：空調機室外機エコクーリングエース取付による負荷軽減

2.省エネ事例
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空調機や室外機を
天井裏に

設置することで
本体の排熱による

製造現場の空調負荷を
軽減している

事例②：空調機(室外機)排熱対策

天井裏
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2.省エネ事例

天井より空調機吹出口のみを設置
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事例③：電気炉排熱対策

電気炉からの放熱による室温変化の影響を最小限にするため
電気炉を設置している区画をビニールカーテンで囲っている。

電気炉
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2.省エネ事例

暑

３～５℃の温度差

涼
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事例④：電流測定器(CT)取り付けによる電力量把握

分電盤の電力モニターにブレーカー毎にCTを取り付け、
生産設備（ライン単位）で電力使用状況を把握する。

CT

電力モニター
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2.省エネ事例



Precision Moldings &

O-Rings Division

事例⑤：コンプレッサーによる電力削減

インバーター制御コンプレッサーと定量出力コンプレッサーを
組み合わせかつ台数制御稼働することにより省エネを図る。

所有COMP. No.1 No.2 No.3

電圧 440V 440V 440V

出力 160kW 160kW 160kW

出力方式 インバーター 定量 定量

台数制御盤

No.1…インバーター
No.2＆3…定量

休日、夜間をカレンダータイマーで
ＯＮ・ＯＦＦ自動制御します。

不要時（休日・夜間）の停止
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2.省エネ事例

※必要エアー量に応じて出力を制御
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製造ライン単位で、カレンダータイマーを用いて設備(成形機)ヒーター制御する。
またカレンダー制御を工場エアーも電磁弁開閉に活用し、生産計画に応じて
必要なラインだけにエアーを供給できるようにしている。

事例⑥：カレンダー制御による設備ヒーター及びエアー待機時間削減

計画 ライン

15年度 6ライン

16年度 8ライン

17年度 8ライン

※3ヶ年で推進

カレンダー連動し
電磁弁を開閉

カレンダーで
ヒーターをON/OFF 13

2.省エネ事例
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事例⑦：工場入口の二重ドア
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2.省エネ事例

二重ドアで
外気の影響を低減
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事例⑧：LED更新
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2.省エネ事例

従来蛍光管10年が経過…3ヶ年でLED2000台更新中

消費電力20%減
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3. 全従業員を巻き込んだ取り組み
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熊本事業場環境保全管理組織図

事業場長
（事業場環境保全責任者）

環境安全課
(事業場環境事務局）

委員長
（事業場長）

事務局長
(業務部長）

事業場環境
事務局

(環境安全課）

省資源化小委員会

省エネルギー小委員会

ＶＯＣ削減小委員会

製
造
部

品
質
管
理
部

製
造
技
術
部

生
産
技
術
部

設
計
部

販
売
促
進
部

管
理
部

業
務
部

材
料
技
術
部

＜事業場環境保全委員会＞

業務部長
(事業場環境事務局長）



Precision Moldings &

O-Rings Division

全社目標： 委員長：安藤部長（生産技術部）

　①

　②

熊本事業場目標：

　①

　②

Ｎｏ 重点実施事項
17年度
目標値

1 1回／月

2

1．空調

(1)．空調機フィルター定期清掃　（1回/月） －

2．ユーティリティ

－

－

2.64tCo2／年

0.13tCo2／年

1.11tCo2／年

56.3tCo2／年

1.06tCo2／年

-

61tCo2／年

3．生産設備・他設備の運転管理・省エネ改善

4.5tCo2／年

-

-

6tCo2／年

0.7tCo2／年

11tCo2／年

4．その他

-

-

131tCo2／年

203tCo2／年

3

4 －

(2)．本社へ定期報告提出 －

(3)．本社へ中長期計画書提出 －

5 　　　進捗チェック　１回／月　　　　省エネ小委員会開催　２回／期　　　　事業場環境保全委員会報告　１回／３ｹ月

完了

完了

（全体活動の意識高揚と進捗確認ＰＲ、パトロール）

エネルギー管
理業務の定期
報告

(1)．本社へエネルギー使用状況届出書 完了
エネルギー

管理者

省エネ小委員
会の開催

(1)．定期開催・進捗管理・報告(1回/3ヶ月)
実施 － 設備管理課

年間ｔCO2削減累計(実績/計画) 合計

(3)．TCD案件による追加省エ数値報告(省エネ小委員会時) 合計 製造部

(2)．CT取付による電力量精度向上 電力把握 設備管理課

(1)．不要時の消灯点検結果の確認　（継続実施業務） 回数 各部署

合計

(5)．SKポンプ断熱ジャケット電力削減検討 (10台) Co2削減 設備管理課

(4)．型予熱機削減(1台) Co2削減 製造部

(3)．押出機休日・深夜ｶﾚﾝﾀﾞｰﾀｲﾏｰ管理による電力削減 Co2削減 材料課

(2)．プレスのカレンダータイマーセットの状況確認　（1回／週） Co2削減 各部署

合計

(1)．各設備のエアー漏れ点検整備　（4回/年） Co2削減 設備管理課

(8)．BCM対策(太陽光照明5台) Co2削減 設備管理課

(7)．天井灯LED更新20台(設管事務所) Co2削減 設備管理課

(6)．天井灯LED更新1063台(工場棟) Co2削減 設備管理課

(5)．天井灯LED更新21台(製造事務所) Co2削減 設備管理課

(4)．事務棟3F照明人感センサー Co2削減 設備管理課

(3)．天井灯LED更新112台(実験棟) Co2削減 設備管理課

(2)．コンプレッサー休日稼働停止 Co2削減 設備管理課

(1)．長期連休中空調機・スクラバー・コンプレッサーの停止(18日/年) Co2削減 設備管理課

電力使用量の
削減

年間ｔCO2(電力量)削減目標⇒(生技本部より)16年度推定電力量1.5%分を削減 削減量 123tCo2(215千kWh)/年

実績
(3)．炭酸ガス原単位昨年度1%削減(16年度生金推定実績+3.95%増を加味) 原単位把握 1.456t/百万円

環境
安全課

目標

実績
(2)．炭酸ガス総排出量昨年度1%削減(16年度生金推定実績+3.95%増を加味) Co2排出量 8,574ｔCo2

環境
安全課

目標

使用電力量管
理

(1)．使用電力量と最大使用電力の把握と問題点の抽出 回数 設備管理課

実    施    内    容 管理項目 担当部署

Ｐ

原単位削減　1.46 t-CO2/百万円

炭酸ガス総排出量　8574 t-CO2

委　 員：
・中山課長（業務部）・小野課長（環境安全課）
・大塚課長（設計部）・古賀課長（製技部）

原単位を前年度対比、1％以上削減

エネルギー使用量51.7千t-CO2

熊本事業場　省エネルギー小委員会 　　２０１７年度 活動計画書

評価欄は、統括基準Ｈ０２－００２

数値 または単月値/累計値

計画段階（白抜き）

A 第１Ｑ問題点と今後の進め方 A 第２Ｑ及び上期の問題点と今後の進め方

省エネ小委員会で四半期毎に活動進捗状況を確認 空調、ユーティリティ、生産設備等に
おける対策項目及び目標値を設定

18年度夏季空調機管理表(６月～９月） 2018年7月5日　省エネ小委員会

場所 管理温度 管理湿度 設定温度 ON温度 OFF温度 3300ｋｗ超 3350Kｗ超 九電要請時 節電責任者

業務課 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ - OFF OFF 小野課長 有

ロビー ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 中山課長

第一応接 ２８℃ 65% ２８℃ 使用時 未使用時 - OFF OFF 使用者

第二応接 ２８℃ 65% ２８℃ 使用時 未使用時 - OFF OFF 使用者

第三応接 ２８℃ 65% ２８℃ 使用時 未使用時 - OFF OFF 使用者

事業部長室 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF

食堂 ２８℃ 65% ２６℃ １２時 １３時 - OFF OFF 使用者 有

組合室 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 使用者

喫煙スペース ２８℃ 65% 使用禁止 使用禁止 使用禁止 OFF OFF OFF -
売店 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 使用者

診療室 ２８℃ 65% ２５℃ ２７℃ ２４℃ - - - 使用者 有

打合せスペース（東側） ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 使用者

打合せスペース（西側） ２８℃ 65% 使用禁止 使用禁止 使用禁止 OFF OFF OFF -
事務所A（2-00） ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 中山部長 有

事務所B（2-01） ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ - OFF OFF 新原課長 有

事務所C（2-02） ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ - OFF OFF 有

事務所D（2-03） ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 有

第４応接室 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ - OFF OFF 使用者

喫煙スペース ２８℃ 65% 使用禁止 使用禁止 使用禁止 OFF OFF OFF -
ロッカールーム ２８℃ 65% 使用禁止 使用禁止 使用禁止 OFF OFF OFF -
プリンター室 ２８℃ 65% ２８℃ ２８℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 横田課長

生技部事務所 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 大囿課長

設備管理課 ２８℃ 65% ２８℃ ２９℃ ２６．０℃ OFF OFF OFF 有

計測器室 ２７℃ 65% ２５℃ 使用時 未使用時 - OFF OFF 有

温湿
度計

事務棟
１階

事務棟
二階

大森課長

渡辺課長

夏季空調機運転管理表を作成し、各節電責任者(管理職)を中心に省エネ活動を推進
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3.全従業員を巻き込んだ取り組み
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省エネ掲示板
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3.全従業員を巻き込んだ取り組み

JAPIA(日本自動車部品工業会)事例を紹介
事例(水銀灯LED)を事業部でも展開
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使用電力推移

キュービクル毎推移デマンド(最大電力)警報

食堂入口
電力モニター

各モニター分析→電力ピークシフトを検討中
20

3.全従業員を巻き込んだ取り組み

従業員へ
意識づけ
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ホームページより

CSRレポートを通じて温暖化対策への取り組みをお伝えしています。

3.全従業員を巻き込んだ取り組み
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